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久世均(岐阜女子大学・教授）

第１１講 「デジタル教育の評価と効果検証」



第１１講「デジタル教育の評価と効果検証」

【学修到達目標】
① デジタル教育の評価手法と効果検証のプロセスを説明できる。

② 教育プログラムや取り組みの目標や効果を明確に定義し、それらを

客観的に評価できる。

③ 適切な評価指標や効果検証の手法を選択し、デジタル教育の効果を

客観的に評価し、改善につなげることを具体例を挙げて説明できる。

【目 的】
デジタル教育の評価と効果検証は、デジタル技術を用いた教育の効果を客観的に評価し、改善や効果

の確認を行う重要なプロセスである。デジタル教育の評価では、学習成果や効果、ユーザー満足度など
を定量的・定性的に評価し、改善点を把握する。効果検証では、対照群研究や前後比較などの手法を用
いて、デジタル教育の効果を客観的に検証する。これにより、効果的な教育の実現や資源の最適化が図
られるが、適切な評価指標やデータ収集の難しさなどの課題も存在する。



１.ICTを活用した効果的な学習法

方法軸： ICTを活用した学習場面の類型化

引用：教育の情報化ビジョン（P4，5 2011年）



２．実証内容の概要
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３．実践授業
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【単元分割】

単元の前半と後半に分ける場合

一つの単元における学習内容が前半と
後半で独立している場合

【単元毎】

単元U1と別の単元U2とする場合

単元の前半における学習結果が後半
の学習に関係がある単元の場合
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４．実践授業の例
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【同一学年、複数学級での実証授業が可能な場合】
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５．実証授業の例
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【単学級で実証授業をする場合】

実践授業
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６．客観テスト・授業後意識調査
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客観
テスト

授業後
調査

実践授業における学習を評価するために
児童生徒の学習内容の到達度を測る目的で実施。

市販の単元テストや学校独自で作成したテストを活用
テスト内容は、実証授業での学習内容の範囲から
「知識・理解」「思考・判断・表現」「技能」等の観点で出題

授業前調査票の質問項目と同じ。

授業を実施した後に同様内容を実施することにより、
授業前との比較を実施。



７．事後調査
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事前調査時の質問項目と同じ。

事業を実施した後に同様の質問項目を実施することにより、
事前との比較を実施。

事前調査時の質問項目と同じ。

事業を実施した後に同様の質問項目を実施することにより、
事前との比較を実施。



８．調査結果 ■ICT活用スキル調査
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図 12 ICT活用スキル調査の前後比較(小学校)



８．調査結果 ■意識の変化
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図 14 実証授業前と実証授業後の意識の変化(小学校)
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８．調査結果 ■タブレット端末活用有無
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図 17 タブレット端末活用有無の比較(小学校)
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８．調査結果 ■因子別
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図 19 タブレット端末活用有無の比較(因子別)
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８．調査結果 ■教科別の客観テスト

8

図 21 教科別の客観テストの成績

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

英語

理科

数学

社会

国語

理科

算数

社会

国語

無

有

▲

小
学
校

中
学
校

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▽

▲

n.s.

n.s.



８．調査結果 ■テストの評価観点
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図 22 テストの評価観点と総得点に対するテスト成績
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８．調査結果 ■まとめ
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■ICT活用スキル調査
→ICT活用スキルの多くの項目が有意に向上

■意識調査
→「思考・表現」，「電子黒板の活用」，「知識理解・意欲」，

「協働学習」が有意に高まった．

■タブレット端末の活用
→授業後の様々な評価が有意に高まった．

■客観テスト
→国語，社会，算数，理科では有意に高い



９．事業の成果
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■調査結果から得られた成果

■実証校における実践から得られた成果

■効果検証手順書
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ワークショップ

一斉授業におけるメディアの活用と、個別指導に
おけるメディアの活用では、その学習形態は異な
る。どのような学習が考えられ、学習環境に分け
て、メディアの活用と学習形態について話し合っ
て下さい。
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課 題

① デジタル教育の評価において重要な要素は何ですか？それらの要素

を説明してください。

② 効果検証のプロセスにはどのような手法やアプローチが利用されま

すか？それぞれの手法やアプローチについて説明してください。

③ デジタル教育の評価や効果検証にはどのような課題がありますか？

それらの課題に対処するためにはどのようなアプローチが有効ですか？



第1講「学校DXの基本概念」

【学修到達目標】

① 学校DX（デジタルトランスフォーメーション）
について説明できる。

② 学校DXは教育のデジタル化を促進するために必
要なシステムについて説明できる。

【目 的】
学校DXは、デジタル技術を利用して教育と学校の運営を改革し、効率的で効果的な学習環境を提供す

る取り組みである。これにより、教育のデジタル化が進み、生徒がオンラインで個別化された学習を行
うことが可能になる。また、教育のアクセシビリティが向上し、地理的な制約や身体的な障壁を克服し
て高品質な教育を受けられるようになる。また、新しい学習方法や教育ツールが生まれ、教育の質と多
様性が向上する。最後に、学校DXは教育の持続可能性を考慮し、環境負荷の削減や国際的な教育の促進
を通じて、持続可能な未来を築くための基盤を整えることができる。
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